
 
 

 

【家庭教育支援チーム】 
 

（１）活動主体（チーム）について 

①チーム名 

（呼称） 

 

宮古市家庭教育支援チーム 

 （呼称：NPO 法人 輝きの和） 

 

 

②活動拠点 ククナの家 宮古市上村一丁目９番６号 

③活動範囲 岩手県宮古市内全域 

④組織体制 

 

  １４ 人 

保育部門 ククナの家         ６人 

音楽部門 尾林音楽スタジオ   ３人 

手芸部門 手創工房 輝きの和 １人 

ボランティア ４人 

 

⑤活動開始年度 平成２３年度 

⑥問合せ先 

 

（部署・氏名等） 

理事長 須賀原 チエ子 

（TEL）0193-77-4835   （E-mail）sinkukuna2022@outlook.jp 

 

（２）活動内容について 

①活動形態 

（複数チェック可能） 

保護者等への学びの場の提供 

保護者等への地域の居場所づくり 

アウトリーチ型家庭教育支援（※保護者の居場所に出向いて届ける支援） 

    ☐自宅に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    保育所・幼稚園・学校等に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    その他の保護者に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

☐その他（                          ） 

②活動対象 

（複数チェック可能） 

乳幼児 小学生（低学年） 小学生（中学年） 小学生（高学年） 

中学生 高校生以上     

の子供を持つ保護者に対する活動を実施 

mailto:sinkukuna2022@outlook.jp


③活動内容 

【具体的な活動内容】 

（１）家庭応援の企画・イベント開催  

毎週土曜日に、親子で本に親しめる「kukuna こども文庫」をククナの家に

開設している。乳幼児から小学生まで、親子で利用可能であるほか、小学

生のみの利用も可能で、保育所の出身者や近隣の小学生の居場所にもな

っている。 

地域にある市立河南中学校からは、ボランティアが参加しており、中学生

による絵本の読み聞かせや、本の整理を行って頂いている。中学生が、乳

幼児や小学生と触れ合える貴重な機会となっている。 

また、様々な要因で困窮している「ひとり親家庭」の負担を少しでも軽減す

るために、学校等の長期休業時（年３回）に親子で楽しめるイベントの開催、

昼食の提供、食料品・日用品・衣服等の無料配布を行っている。 

リピータも多く、年々参加者が増えている。コロナ禍の時期もお弁当を持

ち帰る形で開催を継続した。昨今の物価高と米の高騰で、更に参加者が急

増している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）子育て世代支援 

・保育所の経営 平成31年４月 家庭的保育事業所ククナの家 開所 

 令和４年４月 小規模保育事業所ククナの家へ移行 

現在、15名の０歳～２歳児を保育中。 

保護者に様々な支援や相談事業を実施している。具体的には、預かり

時間の延長や子供を預ける際の保護者の持ち物の最少化等の支援の他、

子育てに関する問題解決への相談対応等を行っている。保護者の心身の

負担軽減を図り、子育てを楽しめる心と時間の余裕を生み出す保育所運

営を行っている。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）音楽の力で子供たちの健全育成 

バンドミュージックのための子供向け音楽教室を運営。ギター・ドラ

ム・ベース等の指導を行い、例年２月に本格的なバンド形式での発表会

を開催している。市内にあるライブハウスを会場として、1人 1人の子

供の演奏に対し、地元の演奏家がバックバンドとして協力。発表会の内

容は期間限定で YouTubeにて発信している。 

発表会には、多くの保護者が一堂に会してリハーサルから本番までを

観賞するため、同じ趣味を持つ子供の親同士の、交流の場となっている。 

日常の練習においては、子供に対して、演奏技術だけではなく、「本

番に強くなる方法」等、メンタルトレーニングのアドバイスも行ってい

る。また、子供の送迎をする保護者に対しては、「子供の夢や目標に対

する親の向き合い方」等、子育てに関する相談対応を随時行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



④活動の成果 

（活動実績がある 

場合） 

・ 「kukuna こども文庫」は、市民から約 500 冊の児童書の寄贈を受けて開

設した。親子でホッとできる新たな居場所となっている。 

・ ひとり親応援イベントは、近年の物価高騰の影響により困窮家庭が増え

たため、親子の参加人数が増加している。１回につき約６０名の参加者

がある。 

・ 保育所では、保護者への支援が利用者に評価され、口コミの情報から

入所児が増加している。定員は、開所時当初の５名から、現在は１５名

に増加。 

・ 音楽教室の受講生が年々増加しており、現在は幼児から高校生まで２３

名が受講。受講生の中には、高校進学後に自身でバンドを組んだり、音

楽大学へ進学したりする人も出ている。 

⑤活動財源 

（複数チェック可能） 

☐文部科学省補助事業（事業名：                        ） 

☐文部科学省委託事業（事業名：                        ） 

☐厚生労働省事業（事業名：                           ） 

☐地方公共団体単独事業として実施 

☐特段の予算措置はない（自主的に活動を実施） 

その他の支援により活動を実施 

（宮古市生きる力を育む事業補助金、宮古市幼児期家庭教育学級、宮古市歳末

たすけあい運動 地域福祉活動団体配分金、いわて生協 被災地支援活動助

成金、公益財団法人ＳＯＭＰＯ福祉財団 ＮＰＯ基盤強化資金助成金） 

 


